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２０１５人事院勧告（国家公務員）の内容 

 平成27年8月6日、人事院は、国会及び内閣に対し、国

家公務員の給与及び勤務時間について勧告しました。  

 人事院勧告は、一般職の職員の給与について報告と勧

告、一般職の職員の勤務時間についての報告と勧告、あ

わせて、公務員人事管理についての報告から成り立って

います。 

 人事院勧告は、即決定ではありません。 

 民間の給与月例給や特別給の支給割合と国家公務員の

給与や特別給を比較し、民間給与との較差を是正するた

めに、国会と内閣に対して勧告するものです。今後、内

閣が案をつくり国会で決定されます。 

 私たち島根県の公立学校教職員の給与等は、島根県人

事委員会が県議会と知事に対して行う「職員の給与等に

関する勧告」に基づき改定されます。 

 国の人事院勧告は、地方の人事委員会勧告の指標とも

なっています。 

  

平成２７年島根県人事委員会要望 

２について 

 内容は重々感じている。人を増やすこと以外に業務

の在り方など、工夫や知恵を出していかなければなら

ないと思っている。 

３について 

 短時間勤務については、制度的には可能になってい

る。任命権者（県教委）の考え方なので、人事委員会

からも任命権者に伝えていきたい。 

４について 

 教育職５級制については、給料表の問題ではなく、

任用の話である。新しい級を作るには、教諭の役割や

位置づけが先に明確になっていく必要がある。モチ

ベーションは分かるが、国の制度に準じて運用してい

るので、難しい点も多いと感じている。 

５について 

 介護にしても私傷病にしても、その日数は基本的に

は国に準じて設定している。 

 私傷病休暇は短くなっているが、休暇制度や休職制

度の中で、体を休めていただきたい。 

 年休の３月締めは、メリットもあればデメリットも

ある。締める時期を変更しても年休が取れるような状

況になるのかどうか。 

 

 おわりに、島教協は、子どもたちのためにはどうし

たらよいか日々考えて教育実践に取り組んでいる団体

である。人事委員会への要望で、変わらないこともあ

るが、考えていただいていることを会員に伝え、元気

を出してがんばれるようにしていきたい、と結びの言

葉にしました。  

①月例給は平均１，１００円 ０．４％引上げ 

②ボーナスは０．１０月分 引上げ 勤勉手当に配分 

   実施時期  平成２７年４月１日 

 国家公務員給与における諸課題に対応するため、本年4

月から本格的に実施。今後諸手当の見直し等について段

階的に実施し、平成30年4月1日に完成。 

①地域手当の支給割合の改定 

②単身赴任手当の支給額の改定 

 基礎額を4，000円引上げ、30，000円に改定 

 加算額限度を12，000円引上げ、70，000円に改定 

   実施時期  平成２８年４月１日 

月例給、ボーナスともに引上げ（２年連続） 

給与制度の総合的見直し 

 平成27年10月7日、島教協は、教職員の給与や勤務条件

の改善のために、島根県人事委員会へ５項目の要望を行

いました。 

 人事委員会からは、松尾事務局長、森脇企画課長、稲

葉任用ＧＬ、川本給与ＧＬが出席、島教協からは、曽田

事務局長、高橋事務局次長が参加しました。 

 

 要望した内容は次のとおりです。 

１ 平成27年島根県人事委員会の給与勧告について 

２ 教職員の時間外勤務の縮減・メンタルヘルス対策に 

 ついて 

３ 60歳超の教職員の勤務（再任用制度の拡充）について 

４ 給与表改正(５級制)について 

５ 教職員の勤務条件改善について 

  ①介護休暇の期間を最大1年に延長すること 

  また、休職事由に「介護」を追加すること 

 ②私傷病休暇の期間を1年間に戻すこと 

  ③年間を通じて計画的に年次有給休暇を取得しやすい 

  よう、12月締めから3月締めにすること 

 

 島根県人事委員会からの返答は次のとおりです。 

１について 

 島根県の民間調査も終わり、近々勧告というところで

あり、人事院勧告と同様の傾向にあるのではないか。 

 教育職員の教職調整額や給料の調整額については、島

根県は「制度」は国に準じ、「水準」については地域の

水準に合わせる考え方なので、話の内容や気持ちは分か

るが、法律の規定等もあり難しい面も多い。 



島教協相互援助規定のご紹介 
 

 ①結婚祝金の給付 

      ５，０００円 

 ②出産祝金の給付 

      ５，０００円 

 ③永年勤続祝金の給付 

      ５，０００円 

 ④病気見舞金の給付 

      ５，０００円 

   (傷病約１ヶ月の療養) 

 ⑤災害見舞金の給付 

 （住宅又は家財の損害を 

  受けたとき程度に応じて） 

 ⑥ 死亡弔慰金 

  （会員・会員配偶者死亡） 
 

 上記の規定に該当するときは、 

ご本人または学校代表は、 

事務局まで連絡をお願いします。 

 

 電話０８５３ー２２－７７６２ 

歓
迎
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新
規
加
入
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 飯

塚 

幸
子
さ
ん
（
松
江
市
・
出
雲
郷
小
） 

 
 

 

よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
め
ざ
す
島
教
協
の
仲
間
と

と
も
に
、
固
く
手
を
取
り
合
っ
て
、
と
も
に
健
全
な
教

育
実
践
に
邁
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

島教協会員証特典のご紹介 

 
「T・ジョイ出雲」（ゆめタウン

出雲 東館3階）劇場売店にて島

教協会員証を提示すると 

 

 売店人気ナンバー１の 

  ポップコーンセット 

   （通常７５０円）を 

  ワンコイン（500円）で 

       販売されます！ 

 

ぜひ、 

 劇場売店へお立ち寄りください 

 

同伴者も同様の対応ができます。 

たとえば 

ペアセット（ポップコーンＬ＋ドリン

クＲ×２）通常1200円のところ、

ポップコーンセット（ポップコーン

Ｒ＋ドリンクＲ）2人分で特典価格

１，０００円で購入できます。 

 

出
雲
市
教
職
員
協
議
会 

 
 
 
 
 

第
二
回
執
行
委
員
会 

 

九
月
二
十
五
日
（
金
）
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

で
、
出
雲
市
教
職
員
協
議
会
は
第
二
回
執
行
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
十
一
月
に
行
い
ま
す
、
出
雲
市
教

育
委
員
会
へ
の
要
望
（
交
渉
）
に
向
け
て
要
望

項
目
の
検
討
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。 

 

○
七
月
に
行
い
ま
し
た
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
も
と
に
、
会
員
が
現
在
困
っ
て
い
る
こ

と
を
共
通
理
解
し
、
出
雲
市
教
委
へ
要
望
す
る

こ
と
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

主
た
る
要
望
項
目
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

一
、
教
員
が
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

確
保
す
る
こ
と 

 

二
、
よ
り
充
実
し
た
教
育
環
境
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実
現
に
関
す
る
こ
と 

 

三
、
養
護
教
諭
の
職
務
に
関
す
る
こ
と 

 

四
、
よ
り
充
実
し
た
幼
稚
園
教
育
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実
現
に
関
す
る
こ
と 

 
出
雲
市
教
育
委
員
会
へ
の
要
望
は
、
十
一
月

二
十
五
日
に
行
い
ま
す
。
要
望
の
結
果
は
、
出

教
協
の
「
情
報
い
ず
も
」
で
報
告
い
た
し
ま

す
。 

 

○
来
年
度
の
役
員
選

考
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

確
認
し
ま
し
た
。
詳
し

く
は
十
二
月
四
日
の
代

表
者
会
で
説
明
し
ま

す
。 

 

○
出
教
協
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
今
年
度
中
に
原
案

を
検
討
し
、
新
役
員
に

引
き
継
ぐ
こ
と
に
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
七
年
度 

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
参
加 

 

十
月
十
日
（
土
）
、
十
一
日
（
日
）
の
二
日
間
、
高
知
県
高

知
市
に
お
い
て
、
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
中

四
国
各
県
か
ら
総
勢
約
六
十
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。 

 

一
日
目
は
、
ま
ず
全
日
教
連
の
郡
司

隆
文
事
務
局
次
長
か
ら
中
央
情
勢
報
告

が
あ
り
、
今
年
度
の
文
科
省
の
概
算
要

求
に
対
す
る
、
財
務
省
と
文
科
省
と
の

具
体
的
な
激
し
い
議
論
の
様
子
が
詳
し

く
説
明
さ
れ
た
。 

 
 

 

続
い
て
、
「
坂
本
龍
馬
に
学
ぶ
～
現

代
の
人
づ
く
り
と
は
～
」
と
い
う
演
題

で
、
「
龍
馬
の
生
ま
れ
た
ま
ち
記
念

館
」
学
芸
員
の
森
本
琢
磨
氏
が
講
演
さ

れ
た
。
狭
い
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
広
い
視
野
を
持
ち
、
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
を
大
い
に
生
か
し
て
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た

龍
馬
の
生
き
方
は
、
こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
国
際
社
会
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
上
で
大
変
参
考
に
な
る
も
の
だ
っ

た
。 

 

そ
の
後
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
県
や
校
種
を
超
え

て
、
様
々
な
課
題
が
活
発
に
議
論
さ
れ
、
大
変
有
意
義
な
も
の

と
な
っ
た
。 

 
 

二
日
目
は
高
知
市
立
城
西
中
学
校
の
宮
田 

龍
校
長
を
講
師

に
迎
え
、
「
こ
れ
ま
で
の
教
職
人
生
を
振
り
返
っ
て
～
決
断
と

は
～
」
と
い
う
演
題
で
お
話
を
伺
っ
た
。
二
度
の
海
外
日
本
人

学
校
勤
務
の
経
験
や
、
校
長
と
し
て
行
っ
た
様
々
な
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
で
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
実
践
の
数
々
を
惜
し
げ
も
な
く

披
露
し
て
い
た
だ
き
、
大
い
に
元
気
を
い
た
だ
い
た
。 

最
後
は
、
龍
馬
が
食
べ
た
で
あ
ろ
う
、
龍
馬
時
代
の
再
現
食

｢

龍
馬
弁
当｣

で
し
め
く
く
ら
れ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
会
議
で
研
修
し
、
他
県
の
仲
間
と
情
報
交
換
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
視
野
を
広
げ
、
大
い
に
刺
激
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
は
、
全
国
と
つ
な
が
る
組
織
に
入
っ
て
い
る
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
。
来
年
度
は
山
口
で
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が

開
催
さ
れ
る
。
ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
会
員
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

島
教
協 

組
織
拡
大
活
動
費
の
助
成
に
つ
い
て 

  

魅
力
あ
る
組
織
づ
く
り
が
、
新
規
加
入
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。
会
員
の
皆
様
、
知
り
合
い
や
同
じ
学
校
勤
務
の
教

職
員
の
皆
様
へ
の
声
が
け
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

各
学
校
で
、
組
織
拡
大
の
た
め
の
会
合
を
行
わ
れ
る
際
は
、
経
費
を
助

成
し
ま
す
の
で
、
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 


